
　令和２年度経営発達支援事業について、評価委員会において事業評価して頂きましたので報告いたします。

Ａ：目標を達成することができた（100％以上）

Ｂ：目標を概ね達成することができた（80～99％）
Ｃ：目標を半分程度しか達成することができなかった(30％～79％)

Ⅰ　経営発達支援事業の内容 Ｄ：目標をほとんど達成することができなかった（30％未満）

目標 実績

①被災事業所復興状況調査 2回 2回 岩手県復興局が行っている調査を活用 Ａ

②中小企業景況調査 4回 12回 全国商工会連合会や中小機構が行っている調査を活用 Ａ

③商工会報による情報提供 6回 7回 会員専用会報の発行 Ａ

①巡回件数（年） 800件 625件
巡回指導件数は目標には届かなかったが、窓口相談は昨年度より543件増加し
た

Ｃ

②分析セミナー参加事業所 10社 16社
集団セミナーはコロナウイルス蔓延防止のため中止、個別指導として専門家
を活用した個別分析支援16社

Ａ

③経営状況の分析 40件 52件 経営革新計画申請企業３社、各種補助金申請事業所49社の経営状況の分析 Ａ

④新規創業者の経営状況分析 3件 4件 創業予定事業者数４社に対し分析を行った　飲食１、サービス３ Ａ

①事業計画策定支援 20社 52社
持続化補助金36件、さんりくなりわい２件、町なりわい１件，観光宿泊施設
緊急対策事業費４件，観光宿泊施設緊急対策事業費補助金５件、小規模事業
者支援推進事業費補助金１件、経営革新計画申請３件

Ａ

②創業者の事業計画策定支援 3社 4社 創業事業計画策定事業者数４社を支援　飲食１、サービス３ Ａ

③マル経融資件数 10 3 経営指導員１人５件以上の目標 Ⅾ

④経営発達支援融資件数 1 0 案件無し Ⅾ

①経営指導員の計画的な巡回による支援（フォロー
アップ支援企業数）

10社 52社 事業計画策定企業52社に対しフォローアップを実施 Ａ

②経営指導員の計画的な巡回による支援（フォロー
アップ支援回数）

40回 96回 事業計画策定企業52社に対しフォローアップを実施 Ａ

③創業者の事業計画策定後の支援 3回 4回 飲食１社、サービス３社の創業者に対しフォローアップを実施 Ａ

④専門家派遣事業及び金融機関と連携した支援 随時 随時
専門家を活用し経営改善計画書を作成、関係金融機関とバンクミーティング
を開催　サービス業１社

Ａ

⑤経営支援カルテシステムの活用 随時 随時 経営支援カルテシステムを活用し支援を実施 Ａ

①バイヤーを活用した需要動向調査 6社 未実施 コロナウイルス蔓延防止のため未実施 Ⅾ

②地域消費者ニーズ需要動向情報収集 200名 未実施 コロナウイルス蔓延防止のため未実施 Ⅾ

③店頭取扱商品売れ筋商品調査需要動向情報収集 ５社 未実施 コロナウイルス蔓延防止のため未実施 Ⅾ

①水産加工業者の商談会出展等支援 4社 1社 結の場いわて三陸㏌宮古参加１社 Ⅾ

②インターネットを活用した販路開拓支援 4社 8社 ＥＣサイト構築等支援３社、ホームページ策定支援５件 Ａ

評価委員からの意見

　未実施事業について、コロナウイルス蔓延防止により実施できなかった等の理由を詳細欄に記載してくださいという意見を頂きました。

評価

１．地域の経済動向調査に関する
こと（指針③）

２．経営状況の分析に関すること
（指針①）

事　　業 項　　　目
R2年度

≪評価基準≫

令和２年度大槌商工会経営発達支援事業　評価シート

詳　　　細

３．事業計画策定支援に関するこ
と（指針②）

４．事業計画策定後の実施支援に
関すること（指針②）

５．需要動向調査に関すること
（指針③）

６．新たな需要に寄与する事業に
関すること（指針④）


